




本稿は「ーてくれる j と「一てもらう Jの使用条件を明らかにするため、日本語母語話者と
日本語学習者のコーパス・データを用い、言語使用の観点から検討した。使用条件には形式上
の特徴、参与者向の関係、発話機能という 3つの尺度を設け、総合的に把握した。その結果、






授受補助動詞 í~てくれる j と「ーてもらう J は、同じ事柄を対称的に表現している(堀
口、 1987:59)口対称的というのは、両者の主格情報と与格情報を置き換えられるという
ことである。つまり、構造論的に、 「一てくれる j は IXが Yに Zてくれる」と、一「ーて
もらう」は iyが XにZてもらう j との基本構造を持ち(久野、 1987[1978]:152-163)、両者
は f動作主 Xが対象者 Yに向けて ZするJを意味する iXが Yにむという事柄を表す
ことが共通的である。ここで同じ事柄を表しているにもかかわらず、「一てくれる」と「一
てもらう Jを選択するにはどのような原理が働くかを考察することが本稿の論点となる。
( 1)a. 私は田中さんに荷物を送ってもらいました。(山本、 2002:265)
b. 田中さんが{夜、に/私の)荷物を送ってくれました。((1 a)を基に作例)
(2) a. 来月から君に経理をやってもらうよ。(堀口、 1987:60)
b.*来月から君が経理をやってくれるよ。(堀口、 ibid.) 
( 1 )のように、 f田中さん」の f荷物を送るJ行為が話し手である f私j に向けられた
際、どちらでも適格である。しかし、 (2a) i ~てもらう J は聞き手である f君 j へ指示
する行為要求として働くのに対して、 (2b) r一てくれる」ではそのような機能は働かな
い。つまり、両表現には、意味や使い方の差があまり見られない共通的な領域と、それぞ










な誤用は、 「ーてくれるJ iー てもらう」の使用条件を習得することで正用に繋げられる
と考える。
したがって、本稿では次の 3つのりサーチ・クェスチョンを立て、 「一てくれるJ i ~ 
てもらう」の使用条件を調査する。





í~ てくれる J と「ーてもらう j に関する先行研究には両表現の構造的な特徴や両表現
の互換性についての研究と、習得研究における学習者の使用頻度に関する研究に二分され
る。まず、両表現の互換性に注目する研究には、堀口(1987)、熊田 (2001)、山田 (2002)、









慮意識が低い場合には í~てくれる」系が、配慮意識が高い場合には「ーてもらう j 系の
使用割合が高いと述べている。また、山田 (2002:49)では、 「日本語では動作主を主語に
おかない方が動作主に対する敬意をあらわしやすしリとしたが、敬意を表す必要のない場




もらう Jの例で、 「思恵、の与え手がはっきりと特定できないような場合 (ibid.:274) Jに
は í~ てくれる J が用いられないと述べている。
また、再表現における習得研究に、稲熊 (2004・2006) があるが、稲熊 (2004) では、
韓国人日本語学習者習得に注目している。本動詞の「くれるJ iもらう」の使用に比べて、






















述べるJ i予定を述べる J i禁止・指示をする J i経験を述べるJ I許可を求めるJ I助











るJ I ~てもらう J が含まれる。複文は述語が 2 つ以上用いるが、述語は主節と従属節に
それぞれ存在する。
分類の基本的な枠組みは寺村 (1982)、国立国語研究所編 (1987:154-155)(2)、日本語記





A.主節の述語 A-3.疑問要素文 質問や納得として終助詞「かj や「だろう Jiでしょうj で終わる形式








í~ てくれる J iー てもらう」は iXが Yに一てくれるJ iyが Xにーてもらう」とし 1
う基本構造で分かるように、想定できる参与者は、まず本動詞の動作主( i XJ )と、受
け手(iy J )、そして雨表現を発話する話し手と開き手の存在が想定できる。しかし、
話し手と聞き手は当該事態に直接関わる場合と関わらない場合がある。以下の例のように、






( W 朝日新開~ 2015/01127 i競泳・朴泰桓、 ドーヒ。ング違反かj
上記の (4) で f注射を打つ」動作の動作主は「病院側j であり、受け手は「キト選手」で
ある。ここでは記者である語り手と読者の聞き手は、 f注射を打つ」という事柄には何ら






表2 r山てくれるJ r .τもらう j における参与者聞の関係
タイプ 本動認の動作主(X) 受け手(Y) 共感度関係
C-1 話し手 聞き手 E(X)= 1 > E(Y) 
C-2. 話し手 第=者 E(X) > E(Y) 
C-3 聞き手 話し手 E(X) < E(Y) 
C-4. 開き手 第=者 E(X)<E(Y)/E(X)> E(Y) 
C-5 第=者 話し手 E(X) < E(Y) 
C-6. 第三者 開き手 E(X)<E(Y)/E(X)> E(Y) 
C-7. 第=者 a 第三者 b E(X)<E(Y)/E(X)> E(Y) 
í ~ て くれる j は動作主 UXJ) Jは話し手倶IJから遠い人物と なる。その反面、「ーても
らう」は「ーてくれる j と格構造が対称的であり、話し手側から近い(もしくは同じであ




能を概念化したものJ (山岡、 2008a:50) である。国立国語研究所編 (1987:153-158) で
は、開き手の想定する類のカテゴリーとして、 4つのカテゴリーがあるが、 iD.情報要求j
iE.行為要求J iF.'情報提供J i G.意志表示」という働きかけの種類である。 ID.情報要


























は IF情報提供j といい、 (8) のように話し手の感情や意志を表出する発話機能を IG. 
意志表示」と説明する。
5臼本語母語話者における「山てくれるj と fいてもらう Jの使用様相
本稿では、 「ーてくれる j と「ーてもらう」の使用条件を明確にするため、形式上の特
徴、参与者慌の関係、そして発話機能という 3つのステップによる分析を行った。 I日本
語学習者言語コーパス j における日本語母語話者のデータは、全体で 2，934用例であり、
その中で「ーてくれる JI ~てもらう j の使用は延べ語で 44 例であった。異体的には、 I~




r~ てくれる J と「ーてもらう j は IA.主節の述語JIB.従属節の述語j の間で使用頻度の








タイプ C-5[第三者-話し手]における使用が、 I~てくれる J は 70.0%、「一てもらう j は 6
4.8%で最も使用が多かった。次に、タイプ C-3[聞き手-話し手]における使用が「ーてくれ
るj では、 13.35%であり、「一てもらう Jでは 28.6%であった(詳細については資料 2をご
参照)。両表現において話し手本人が参与する場合がほとんどであることが分かった。これ
は共感度関係にある参与者間の関係で有効であり、 「一てくれるJ Iー てもらう」使用に
おいて当該事態に話し手が行為の受け手として直接参与していることが一般的であると思
われる。




日本語母語話者の「ーてくれる J 1ー てもらう j の使用様相を発話機能別に分類すると、
相手への要求無が、要求有のケースより多いことが分かった。「一てくれる j の使用では、
IE.行為要求j が 16.7%、IF.'情報提供Jが 30.0%、IG.意志表示j が 53.3%であり、「一て





























f--てくれるj 用例数(%) 「山てもらう j 用伊j数て'%)
日本語母語話者 日本語学習者 E本語母語話者 日本語学習者
聞き手 D情報要求 。(0，0%) 。 (0.0%) 。
への
要求有
E.行為要求 5 (16.7%) 29 (37.7%) 3 
聞き手 F.情報提供 9 (30.0%) 11 (14.3%) 2 
への
要求無
G.意志表示 16 (53.3%) 37 (48.0%) 9 





(21.4%) 16 (48，5%) 
(14.3%) 3 (9.1%) 
(64.3%) 14 (42.4%) 




して I~ てもらう」では、次の(16) のように「条件節+嬉ししリの形式で開き手へ と行
為を働きかけている用例が見られた。
( 16) 田中さんの予定を教えてもらえたら嬉しいです。
一方、日本語学習者は「ーてくれる j の使用において「否定形+疑問要素文j 形式が固




































「一てもらう」では、 (28) のように、 í~ てもらおう十引用節 J 形式で話し手の意志を
表すパターンが見られた。また、 (29) のように、「使役形+~一てもらうj] J 形式で、話し
手の行為への意志を伺える用例があったD
日本語学習者の用例では、「一てくれるJ iー てもらう Jの使用において、 (30) (31)の
ように、当該事態に対する感謝「ありがとうございましたj や i1;¥I;¥[よかった]ですJの
評価と共起している点が現れている点で日本語母語話者の使用と共通する。




















や「だろう JIでしょう Jで終わる形式、「要求要素文j は命令形や「ーてくれJで終わる形
式、 f意志要素文j は意志形で終わる形式を表す(国立国語研究所編、 1987)。
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正用 誤用 正用 誤用
A 
A-l叙述要素文 6(20.0%) 28(49.1%) 4(19.0%) 2(14.3%) 5(26.3%) 3(21.6%) 
王 A-2伝達要素文 。(0.0%) 4(7.0%) 1(4.8%) 。(0.0%) 5(26.3%) 1(7.1%) 
節
A-3疑問要素文 1(3.3%) 10(17.5%) 5(23.8%) 0(0.0%) 3(15.8%) 2(14.3%) 。〉
述 A-4要求要素文 2(6.7%) 。(0.0%) 1(4.8%) 1 (7.1 %) 。(0.0%) 2(14.3%) 
三口五口
A-5意志要素文 。(0.0%) 。(0.0%) 。(0.0%) 1(7.1%) 。(0.0%) 2(14.3%) 
r A.主節の述語j の 9 42 11 4 13 10 
小計 (30.0%) (73.7%) (52.4%) (28.55) (68.4%) (7l.6%) 
B B-l引用節 5(16.7%) 3(5.3%) 1(4.8%) 3(21.5%) 。(0.0%) 1 (7.1 %) 
?淀 B-2.名言可{~室内1 告官 10(33.3%) 2(3.5%) 2(9.5%) 2(14.3%) 2(10.5%) 1(7.1%) 属
FE4P で B-3.条件節 3(10.0%) 3(5.3%) 5(23.8%) 2(14.3%) 3(15.8%) 1 (7.1 %) 
。コ
B-4.様態節 0(0.0%) 。(0.0%) 。(0.0%) 2(14.3%) 1 (5.3%) 。(0.0%)述
三口五口 B-5.並列節 3(10.0%) 7(12.3%) 2(9.5%) 1(7.1 %) 。(0.0%) 1(7.1%) 
iB.従属節の述語」の 21 15 10 10 6 4 
小計 (70.00/0) (26.3%) (47.6%) (7l.5%) (31.6%) (28.4%) 
30 57 21 14 19 14 
用 例 メIコh、
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 
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資料 2 日本語母語話者における「山てくれるJiいてもらう」の参与者間の関係
タイプ :本動詩の動作主(X) 受け手(Y) 「凶てくれるJ用例数 i-てもらうJ用例数
C-1 話し手 聞き手 G (0.0%) 。 ;(0.0%) 
C-2. 話し手 第三者 G (0.0%) 。 (0.0%) 
C-3. 聞き手 話し手 4 (13.35%) 4 (28.6%) 
C-4. 開き手 第三者 。 (0.0%) 。 (0.0%) 
C-5 第三者 話し手 21 (70.0%) 9 (64.3%) 
C-6. 第三者 開き手 。 (0.0%) (7.1 %) 
C-7. 第三者 a 第三者 b (3.3%) 。 (0.0%) 
C-8 動物・非情物を含む 4 (13.35%) 。 (0.0%) 




















第三者 a 第三者 b
動物・非情物を含む
日本語学習者の用例数
「山てくれるJ
用例数
?
?
?
???????
?
??
?
???
(3.9%) 
(1.3%) 
(4l.6%) 
(0.0%) 
(48.0%) 
(0.0%) 
(0.0%) 
(5.2%) 
(100%) 
「日てもらうJ
用例数
??????????
?
??
??
? ?
(3.0%) 
(9.1%) 
(45.4%) 
(0.0%) 
(30.3%) 
(0.0%) 
(6.1%) 
(6.1%) 
(100%) 
(朱:吃妹・じゅひょんじゅ、筑波大学大学院生、 murasakiju@gmail.com)
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